
第 4 回定例研究会

2015/01/31

きらめく存在の不思議～美術と物理学と心理学の立場から

第 4 回定例研究会は、現代美術作家 の 朝岡 あかね 氏をお招きし、
「きらめく存在の不思議～美術と物理学と心理学の立場から」というテーマで講演いただきました。

講師
朝岡 あかね 氏 （現代美術作家）
指定討論者
身内 賢太朗 氏（神戸大学大学院理学研究科物理学専攻准教授）
猪股 剛 氏（帝塚山学院大学大学院人間科学研究科臨床心理学専攻准教授）
コーディネーター
藤井 達矢（武庫川女子大学教育学科准教授・生活美学研究所研究員）
テーマ
きらめく存在の不思議 ～美術と物理学と心理学の立場から
講演日
※申し込み不要
2015 年 1 月 31 日（土）14:00 ～ 17:00　受付開始　13:30
場所
武庫川女子大学　学術研究交流館（IR）１階　IR-101
最寄駅：阪神「鳴尾」駅
※駐車場がございませんので、公共の交通機関をご利用ください

問い合わせ先
武庫川女子大学生活美学研究所
TEL：0798-67-1291
FAX：0798-67-1503



2015/01/31

【講師プロフィール】
ロンドン大学にて美術を専攻後、フランス、グルノーブルのボザールにて修士課程を修了。
スペイン、フランスを中心に欧州各地や国内のギャラリー、美術館で現代美術作品を発表。
コミュニティ参加型のアートワークやプラネタリウムでの作品展開なども実施。
文化庁芸術家在外研修員として同時多発テロ直後の北米に滞在。
2004 年から 2011 年まで、東京にてアートスペース RED CUBE を主宰。
現在、堺市在住。

朝岡 あかね 氏

当日の様子

 


